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改定案

「東京都糖尿病性腎症重症化予防プログラム」の改定について①

令和６年度 事前準備

○令和6年3月の国プログラム改定を踏まえ、「東京都糖尿病性腎症重症化予防プログラム」を改定する。

○改定に当たり、本協議会のもとにワーキンググループを設置して検討を行い、令和７年12月頃に改定する。

○区市町村における取組状況の把握

受診勧奨・保健指導の取組状況調査、国保事業指導検査によるヒアリング 等

○関係機関との事前調整

高齢者に対する取組についての広域連合との調整、地域連携に関する医師会との調整 等

最終案
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①対象者の年齢層（青壮年・高齢者）に応じた取組の推進

⇒ ライフコースアプローチの観点を踏まえたライフステージに応じた取り組みを推進することが重要

②関係者（市町村・都道府県・広域連合・地区医師会・国保連等）の連携に向けた役割の提示

⇒ ライフステージに応じた取り組みを推進するため、被用者保険の取組との連携やかかりつけ医療機関等

（専門医等）との連携強化、地域で活動する専門職等との情報共有など

③対象者の抽出基準と対象者の状態に応じた介入方法の例示

⇒ 介入の優先順位を適切に検討するために、未治療、治療中などの治療状況に応じた対象者の把握方法、

健診結果（腎障害、血圧など）を踏まえた対象者の抽出基準と介入方法の一覧表を提示

④市町村、都道府県等が設定する評価指標例の提示

⇒ 市町村・都道府県それぞれの評価事項の明示、対象者ごとだけでなく、対象者全体（集団）での評価

【国】糖尿病性腎症重症化予防プログラムの改定のポイント

令和６年２～３月 厚労省セミナー（オンライン） プログラム（改定案）等の説明

令和６年４月 東京都保健事業連絡会 プログラム改定に関する情報提供

令和６年８月 国保連保健事業支援・評価委員会／国保保険者向け集団支援（研修会）

「糖尿病性腎症重症化予防事業のエッセンス」

平田匠 都健康長寿医療センター研究所研究部長

令和６年９月～12月 都国保事業指導検査

書面検査(62自治体)による状況把握、実地検査(29自治体)での周知・助言

区市町村への周知状況

「東京都糖尿病性腎症重症化予防プログラム」の改定について②

2



【設置根拠】

＜議会設置要綱_第６＞
１ 協議会には専門的な事項を検討するための部会を設

置することができる。
２ 部会は、協議会の委員のうちから会長が指名する委

員又は・・・委員をもって構成する。

ワーキンググループの設置について

区分 人数

二次保健
医療圏代表

区部 2

多摩部 1

学識経験者 ２

関係団体

公益社団法人東京都医師会 1

公益社団法人東京都歯科医師会 1

公益社団法人東京都薬剤師会 1

公益社団法人東京都看護協会 1

公益社団法人東京都栄養士会 1

保険者団体 東京都保険者協議会 1

行政機関

区部 1

多摩部 1

町村部 1

都保健所 1

ワーキンググループ委員構成（案）

【協議内容】

○東京都プログラムの改定内容の検討
○区市町村国保・広域連合が活用しやすいものとするため
の検討

「東京都糖尿病性腎症重症化予防プログラム」の改定について③

【名 称】

東京都糖尿病医療連携協議会
糖尿病性腎症重症化予防プログラム改定ワーキンググループ

※その他、国プログラム改定の説明及び助言をいた
だくために参考人を招集する。

【部会長の選任】
＜協議会設置要綱_第７＞
２ 部会長は、会長の指名により選任する。

※前回（R3）改定時
医療法人社団弘健会菅原医院 院長 菅原先生
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【国】

（参考）
厚生労働省HPより
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